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環境を意識した設備の需要が高まる昨今、電気設備も IT・DX 化が進展していくものと考

えます。

この状況の中で電気設備も監視の拡充が図られていくと考えられます。

使用中のストレス（設置環境・運用状況などによる）や経年劣化により、機器の電気的性

能や機械的性能が低下して、使用上の信頼性や安全性が維持できなくなります。

そのような状況においても設備の『保守点検・診断』は変わることなく必須です。

私たち ( 一社 ) 日本電機工業会フィールドサービス専門委員会では、電気事故を未然に防

ぐため、電気設備の『保守点検・診断』の実施及び契約をおすすめしています。

このパンフレットは、高圧から低圧にわたる電気機器を対象に、実際にサービスに携わっ

ている側の目線で、保守点検や診断方法のあり方をまとめたものです。

皆様の設備保全のご参考となれば幸いです。

5.4 新保守点検・技術



電気設備では下記のような事故が発生しています。これらを防止し安定稼働を確保するためには、機器につ

いての十分なノウハウと技術に基づいた保守点検・診断が必要です。

令和４年度関東東北産業保安監督部管内の自家用電気工作物の電気事故統計によると波及事故は 52 件報告
されました。
保守不備による事故が最も多く 56％、次いで故意・過失が 31％、他物接触が 6％、その他が 7％の割合と
なりました。

これらの事故報告件数の多い原因分類について、簡単に紹介いたします。

（１）保守不備
保守不備は、巡視、点検、手入れ等の保守の不完全によるもの（保守不完全）や、製作、施行及び保守
に特に欠陥がなかったにもかかわらず、電気工作物の材質、機構等に劣化を生じたもの（自然劣化）等を指し、
令和４年度は２９件発生しています。

（２）故意・過失
故意・過失は、作業者（自社又は自社の工事請負者の命を受けて作業に従事している者）の過失による
もの等を指し、令和４年度は１６件発生しています。

（３）他物接触
他物接触は、ねこ、ねずみ、へび、又は鳥類等の接触、営巣等によるもの（鳥獣接触）等を指します。なお、
令和４年度は３件発生しています。

（４）その他
その他は、（１）～（３）以外の原因によるもので、事故の原因が特定できなかったもの等を指します。なお、
令和４年度は４件発生しています。

１．１　電気事故の現状
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❶TBM（時間計画保全）

❷CBM（状態監視保全）

❹プロアクティブ手法

絶縁劣化による焼損，感電事故による人的，経済的な損失を最小化とする取り組みとして注目されています。

電気機器の保守（保全）は、故障発生の都度修理を行う事後保全と、故障する前に計画的に実施する予防保全に

大別されます。予防保全には、ＴＢＭ・ＣＢＭ・ＲＢＭがあり、設備の安定稼働と信頼性向上対策のためには、こ

れらの予防保全の実施が重要です。

一方、設備の影響度を考慮しながら劣化プロセスを追求し、劣化の原因を排除・低減する考え方であるプロア

クティブ手法が注目されています。劣化進行速度が緩慢となり、故障発生確率を低減させることで、設備の安定

運用が期待できます。



種　　類

巡視点検
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精密点検
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設備の状況
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停電
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オーバーホール

製造者などの専門
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設備システム
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＊１　物理的要因：経過年数や不具合履歴など
＊２　社会的要因：廃型やモデルチェンジなど

製造者などの専門
技術員が望ましい－

停止 －

２．１　保守点検の分類

２．２　診断の分類

設備使用開始から１年目くらいの安定した時期に、初期値
データを得るための点検（停電して初年度点検）を実施する
（対象項目は絶縁油特性試験、主回路抵抗測定、漏洩電流測
定、絶縁抵抗測定など）

設備異常の有無を、外観・計測表示及び五感（視覚、聴覚、
臭覚など）により点検

物理的要因＊１と社会的要因＊２及び、日常点検レベルの
診断と計測可能な調査で評価を行い、延命化処置や更
新の要否を判定する

分解点検や電気設備機器の診断（本冊子７ページ）
で評価を行い、延命化や更新の要否を判定する

各機器の一次・二次評価結果と、設備システムに
ついての信頼度及び老朽度評価を総合的に行う

点検のあと必要に応じて全体の分解点検手入れ、部品
交換を行う

設備異常の有無を、外観・特性測定で検査。
機器を分解せずに点検整備（清掃、給油）

設備異常の有無を、機器内部の検査・特性測定にて確認。
機器を分解して点検整備（清掃、部品交換、調整）

巡視点検などで異常を発見した場合や事故発生時などに継続
使用・部品交換・更新などの判断と回復処置のため点検整備
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リモートメンテナンスとは、ネットワーク経由で遠隔地からでもメンテナンス業務をリモートで行える手段

で、コロナ禍のリモートワーク普及やビジネスの IT 化により注目されております。

⑴オフィスにいながらの素早い対応や緊急時の迅速なサポートといった、「メンテナンス業務の高速（効率）化」

が期待出来る。

⑵現地移動が伴わないため、（2020 年に発生した新型コロナのような）感染症が発生した場合でも対応といっ

た「環境リスク配慮の軽減」が期待出来る。

⑶現地作業が伴わないため、発生の可能性がある怪我の心配が不要となるといった、「作業者の負担やリスクの軽

減」が期待出来る。

⑷必要な情報「定期・常時・突発」が収集出来るため「能動的な対応」が期待出来る。

リモートメンテナンスは、設備のより高い安定運用、保守費の削減及び設備の保全計画をより適切に管理でき

ますので、導入をおすすめします。　　　　

①ロボット・ドローン、②センサー・カメラ、③定期・常時転送、④異常検知・予兆検知・CBM、⑤現場作業員
支援としてウェアラブ機器・携帯端末などを挙げています。これらには Beyond5G や生成 AI などといった革
新的な技術で保全や診断技術の更なる進化が期待されます。

５．４　新保守点検・技術《経済産業省「電気保安分野　スマート保守アクションプラン」》



●JEMA技術資料
JEM-TR 113　直流機の保守基準：1977 年（昭和 52年）7月制定
JEM-TR 119　配線用遮断器の適用及び保守点検指針：1983 年（昭和 58年）2月 2日改正
JEM-TR 122　金属閉鎖形スイッチギヤ及びコントロールギヤの保守・点検指針：2008 年（平成 20年）7月 25日改正
JEM-TR 124　乾式変圧器の保守･点検指針：1979 年（昭和 54年）6月 6日制定
JEM-TR 128　配電盤・制御盤の保守・点検指針：2010 年（平成 22年）1月改正
JEM-TR 155　変圧器の保守 ･ 点検指針：1987 年（昭和 62年）4月 7日制定
JEM-TR 156　保護継電器の保守・点検指針：2008 年（平成 20年）1月 15日改正
JEM-TR 160　一般用低圧三相かご形誘導電動機の取扱い及び保守点検指針：1987 年（昭和 62年）9月 8日制定
JEM-TR 164　計器用変成器の保守・点検指針：2015 年（平成 27年）12月 25 日改正
JEM-TR 167　電磁接触器の耐久性と保守点検：2022 年（令和 4年）7月廃止
JEM-TR 168　高圧限流ヒューズの保守・点検指針：2011 年（平成 23年）7月 12日改正
JEM-TR 171　配電用 6 kV 油入変圧器の保守・点検指針：2016 年（平成 28年）12月 16 日改正
JEM-TR 172　高圧交流電磁接触器の保守･点検指針：2022 年（令和 4年）3月 18日改正
JEM-TR 173　高圧交流負荷開閉器の選定及び保守・点検指針：2012 年（平成 24年）8月 27日改正
JEM-TR 174　高圧交流遮断器の保守・点検指針：2012 年（平成 24年）3月 30日改正
JEM-TR 178　高圧断路器の保守 ･ 点検指針：2018 年（平成 30年）8月 3日改正
JEM-TR 179　高圧避雷器の保守･点検指針：2019 年（平成 31年）12月 20 日改正
JEM-TR 182　電力用コンデンサの選定，設置及び保守指針：2018 年（平成 30年）3月 16日改正
JEM-TR 184　同期機の保守・点検指針：1993 年（平成 5年）10月制定
JEM-TR 185　無停電電源装置（UPS）のユーザーズガイドライン：2015 年（平成 27年）9月改正
JEM-TR 194　高圧遮断器の使用環境に対する検討指針：2016 年（平成 28年）7月 29日改正
JEM-TR 197　油入変圧器付属品の更新推奨時期：1996 年（平成 8年）3月 29日制定
JEM-TR 218　モールド変圧器の保守・点検指針：2019 年（平成 30年）8月 2日改正
JEM-TR 220　油入変圧器の劣化及び更新推奨時期：2002 年（平成 14年）9月 20日制定
JEM-TR 242　油入変圧器の更新における考え方：2008 年（平成 20年）1月 15日制定
JEM-TR 247　ガス絶縁変圧器の附属品の更新推奨時期：2011 年（平成 23年）2月 23日制定
JEM-TR 248　コントロールセンタの保守・点検指針：2011 年（平成 23年）7月 12日制定
JEM 1463 変圧器用絶縁紙の平均重合度評価基準：1990 年（平成 2年）12月制定

●JEMA報告書
【9201】「汎用高圧機器の更新推奨時期に関する調査」報告書（改訂版）：2023 年（令和 5年）3月
【9202】「低圧機器の更新推奨時期に関する調査」報告書：1992 年（平成 4年）3月
【9209】誘導電動機の更新推奨時期について：2000 年（平成 12年）9月
【9225】「長期使用受変電設備の信頼性の考察」（改訂版）：2023 年（令和 5年）3月

●JEMAパンフレット
【5201】汎用インバータ定期点検のおすすめ：2001 年（平成 13年）10月
【5206】UPS のバッテリ交換は計画的に：2012 年（平成 24年）1月
【5208】サーボシステムを安全にお使いいただくために：2017 年（平成 29年）11月
【5211】汎用プログラマブルコントローラ定期点検のおすすめ：2017 年（平成 29年）11月
【5213】汎用高圧機器の更新のおすすめ：2023 年（令和 5年）3月
【5222】屋外用キュービクル式高圧受電設備を安全にお使いいただくために：2020 年（令和 2年）3月
【5225】汎用高圧機器の保守点検のおすすめ：2019 年（平成 31年）3月
【5233】あなたの受変電設備の診断はお済みですか～設備診断と保守点検のおすすめ～：2013 年（平成 25年）9月
【5234】PLC の更新は計画的に：2013 年（平成 25年）3月
【5243】汎用インバータの更新は計画的に：2014 年（平成 26年）11月
【5244】UPS の保守・更新は計画的に：2016 年（平成 28年）3月
【5230】高圧真空遮断器を安全にお使いいただくために：2020 年（令和 2年）3月

URL https//www.jema-net.or.jp
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